
2　広報おおた　2020年（令和2年）12月1日号

　年末の清掃センターやリサイクルプラザは大変混雑して待ち時間がかかります。
　12月中旬までの持ち込みに協力をお願いします。

年末のごみ処理はお早めに年末のごみ処理はお早めに 清掃センター　　0276ｰ31ｰ8153

●料金　10kg当たり130円（事業系ごみは200円）
●方法　無色（半透明）の袋を使用（もえないごみ・剪定枝を除く）
※指定ごみ袋の必要はありません。
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包装紙や箱は分別しましょう包装紙や箱は分別しましょう
　年末に向けて贈答品などで包装紙や箱などの紙類のごみが多くなります。
　「もえるごみ」で捨てずに「雑がみ」として分別して、ごみの減量に協力ください。

●紙袋に入れる 各行政センターのリサイクル倉庫
育成会・PTAなどの集団回収

雑がみとして出せる物

出し方▶ 回収場所▶●雑誌に挟み込み縛る

●お菓子・食品の箱　
●カタログ
●紙袋
●カレンダー
●ティッシュの空箱
●トイレットペーパー・
ラップの芯

せんていし

　12月1日からの「もえるごみ」は、清掃センター敷地内の新焼却施設（試験運転中）へ
搬入となります。新焼却施設内では係員の誘導に従ってください。

詳しくはこちら▶

ご注意
ください

●封筒
●包装紙
●ファイル
●名刺　
●メモ用紙

※金属、ビニール、プラスチックなどは取り
除いてください。

ごみ減量に
ご協力を!
ごみ減量に
ご協力を! 5月のごみ排出量5月のごみ排出量 生ごみは

捨てる前に一絞り
清掃センター　
   0276-31-8153

ごみ減量に
ご協力を!
ごみ減量に
ご協力を! 9月のごみ排出量9月のごみ排出量 清掃センター　

   0276-31-8153

ごみ量（可燃・不燃・粗大・資源・危険）
6961.47t（家庭系5451.66t、事業系1509.81t）

6256.24t（家庭系4451.32t、事業系1804.92t）
ごみ量（可燃・不燃・粗大・資源・危険） 生ごみは

捨てる前に一絞り

内　　容 規模など

建築物・
工作物

●新築、増築、改築、移転
●外観が変わる修繕・模様替え
●色彩変更、同色の塗装（景観

形成基準外の物）

●建築面積が1000㎡を超える
●高さが15ｍを超える
●塀などで高さ2ｍ・長さ50ｍ

を超える

開発行為
など

●開発行為（開発許可の有無は
問わない）

●土石の採取
●土地の開墾
●地目変更（宅地以外も含む）

●面積が1000㎡を超える
●高さ5ｍ・長さ10ｍを超える

法
のり

面が生じる

土石や廃棄物などの堆積

●面積が500㎡を超える
●高さが5ｍを超える
※期間が90日以下の場合を除

きます。

　公共下水道、団地下水道、農業集落排水、戸別浄化槽の４事業を一元化し、
地方公営企業法などを適用する企業会計として経営を行いました。今後も生
活環境の改善や公共用水域の水質保全、下水道事業の安定した経営を目指し
ます。

令和２年度 下水道事業等会計上期事業報告

下水道課　 ０２７6-47-1949

　景観に大きな影響を与える大規模な
建築物の新築や開発行為などは景観形
成基準に適合させ、工事を始める30日
前までに届け出る必要があります。
※詳しくは市HPを確認ください。

都市計画課　 ０２７6-47-1839

収
益
的
収
支

収　益 下水道使用料 一般会計からの
補助金など

22億2169万円 4億9007万円 17億3162万円
(22.1%) (77.9%)

費　用 維持管理費など 企業債等償還利息

17億3185万円 15億1834万円 2億1351万円
(87.7%) (12.3%)

資
本
的
収
支

収　入 受益者負担金 一般会計からの
補助金など

2億7843万円 6887万円 2億956万円
(24.7%) (75.3%)

支　出 建設改良費 企業債償還金

9億8796万円 1億1677万円 8億7119万円
(11.8%) (88.2%)

普
及
率
状
況

区　　　分 普及率
公共下水道事業 46.6％
住宅団地汚水処理事業 6.2％
農業集落排水事業 7.5％
戸別浄化槽事業 0.6％

合　　　計 60.9％
（令和2年9月30日現在）

（令和2年9月30日現在）

※下水道事業等会計は財源の一部を「一般会計からの繰り入れ」で賄ってい
ます。本来汚水処理に係る事業費は経営に伴う収入で賄われるべきであり、

「一般会計からの繰入額の削減」を行うためにも財源の確保が課題です。

届け出対象行為

搬　出　先 年　　末 年　始 問い合わせ

収
集

ごみステーション ～31日㈭ 4日㈪～
清掃センター 

0276-31-8153
戸別（粗大ごみ） ～23日㈬ 6日㈬～

持
ち
込
み

清掃センター 
（もえるごみ） 29日㈫・30日㈬、

午前8時30分～正午・
午後1～3時

4日～
リサイクルプラザ 

（もえない・粗大ごみ）
リサイクルプラザ 

0276-33-7980

新田緑のリサイクルセンター 
（剪定枝） ～28日㈪ 4日～ 新田緑のリサイクルセンター 

0276-60-8088

景観条例

地目の変更 や　　　　　　　　　などにも
届け出が必要な場合があります

ビルの塗り替え


